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				 さわやかな５月の風が吹き抜け、藤やツツジの花々は咲き乱れ、若葉青葉は日いち日と瑞々しく成長していくこの時期、うれしい知らせが舞い込んできた。

				　２年前から取り組んできた、大学に居合道部を創設する話である。

				　この度、九州産業大学の構内で居合道の稽古が出来るようになった。まだ部とか同好会と言える規模ではないが、一人の学生と居合道部理事S先生とが、構内の施設で定期的に稽古を始められるようになった。S先生の地道な努力が実を結んだ結果である。

				　このことと共に、今年３月に初心者教室を卒業した受講生たちが、一会員となり継続して稽古に励んでいる姿もまた、日いち日と伸びていく若葉の成長と様子が重なる。

				　会員拡大のための活動は、不特定多数を対象にしたホームページ等による広報が有効だが、一点に絞って粘り強く条件を整えていく地道な動きの大切さを今回改めて教えられた。
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				　そして当然、それらの若葉を立派に育てていく責任が指導者にはある。指導を受ける側の年齢、性別、体力に応じ、なおかつ精神状態をも把握しながら対応していかなければならない。相手が誰であろうとお構いなく、自分の方針を押しつけるなんぞは論外である。

				　また己が真剣に稽古をしている姿を見せずして、口先だけで指導するのはもってのほか。手先だけで抜いてみせるのも質が悪い。指導のなかで己の修行を心がけることが肝要だ。

				『力ある者は責任がある。』『修行は人格の形成こそが眼目。』

				　９０歳を優に超してなお現役の弓道範士十段、鴨川信之先生のお言葉である。

				　『過去を心して振り返ると、将来の見本が多く埋もれている。多くの過ちを犯してきた私には、過去を振り返ることによって、私の進むべき未来への道筋が示されている。』

				　決して武道の修行にとどまらないお言葉である。
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				主な活動と５・６月の予定
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				４月８日（土）	武道祭 　福剣連　　福岡武道館

			

		

		
			
				5月2～5日 水～土 第114回全日本剣道演武大会	全剣連 　京都市

				 　 3 日	木（祝） 居合道八段審査会 全剣連 　京都市

				 13 日	日 居合道部理事会・総会 居合道部 

					クリエイト篠栗

				 

				6 月	3 日	日 福岡県居合道講習会及び

					称号講習・級審査 福剣連 

					アクシオン福岡　多目的アリーナ

				 9 日	土 福岡県剣道連盟　総会 福剣連 

					ホテルサンライン福岡

				 24 日	日 第51回福岡県居合道大会 福剣連 

					福岡武道館
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				5月・6月の活動予定
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				１．鯉口の緩みの原因修理

				　鯉こいくち口は、刀を抜き差ししでいるうちに、鯉口が緩んできます。原因は、新品の刀を納める際に鞘に刀身を強く押込む事で、ハバキの棟むねまち区と刃はまち区側が接触する部分が圧縮や摩耗により鯉口が緩みます。同時に居合の練習を重ねる事で、刀の抜き差しで栗駒部付近から鯉口にかけ、切先が鞘の内側に触れる事で、切り傷が多く刻まれ為、重なったキズが深まり次第にくぼみが生じ、ハバキと鞘の鯉口の隙間が広がり最悪の場合、刀を傾けただけで鞘から刀身が自然落下する事態が発生します。

				２．鯉口の緩みの修理方法

				①．初期の状態は、鯉口のハバキの当たる細い部分に木を薄く削った板(茎の修理と同様)を接着剤で貼り付ける事で修復できます。(接着剤⇒木工用アロンアルファーがお勧め)

			

		

		
			
				鞘の修理方法(鯉口)
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				破邪剣正ー鞘の修理方法(鯉口)
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				破邪剣正ー鞘の修理方法(鯉口)

			

		

		
			
				②．鯉口かくぼんだ状態に至った場合は、くぼみが偏っているケースが多く次の方法が有ります。

				㋑．①の方法を用いる場合、一枚ずつ数枚重ねて張付けて高い所をアートナイフでカットしヤスリで平らに仕上げる方法をお勧めします。

				㋺．くぼみが大きい場合は接着剤(木工用)と鋸粕を練り合わせた物をくぼみに埋め込み、乾きを待ってヤスリで平らに仕上げる方法をお勧めします。木工用アロンアルファーでも可能ですが手早く行う事と手に付けない様注意が必要です。

				㋩．くぼみ全体を深い溝まで均等にヤスリで削り、角や木片を削り込んだ形に成形して接着剤

				で貼り付け、平らに仕上げる方法。(接着剤⇒木工用アロンアルファーをお勧めします。)

				角を用いる場合は、黒い角部分まで大きく削れている場合、ヒビ割れや欠けが生じている場合に使用します。削り取る範囲を大きめに取り行います。仕上げは、ハバキの当たる部分の表面に0.3～0.5mmの板を乗せて仕上げると、新品と同様な綺麗な修復が出来ます。)(接着剤⇒アロンアルファーをお勧めします。)

				㊁．カシュウや漆塗料に鋸粕または砥の粉をよく混ぜ合わせ、角の溝や割れ目を埋めます。硬化したら表面に0.3～0.5mmの板を接着して仕上げます。(塗料は黒のカシュウが乾きが早いのでお勧めです。硬化しないうちに木片を乗せる事も出来ますが塗料で汚れやすく、慣れないと難し作業に成ります。)

				３．注意点

				これらの補修で補修素材を安定良く接着する際にハバキでの固定が手っ取り早い方法ですが、注意点として、ハバキ(単体)をサランラップで覆って使用する事をお勧めします。

				刀身に装着したままで使用すると、アロンアルファーの場合は乾燥時に溶剤が刀身に白い粉状の物か付着します。木工ポンドの場合は、刀身に黒錆が発生する場合が有りますので避ける事をお勧めします。

				カシュウや漆は粘りが有り、押さえ無しの単独硬化をお勧めします。少し盛り上がる程度にし乾いたらヤスリで整形して下さい。工具や手についた時は、乾く前ならシンナー(うすめ液)か灯油で拭き取れば綺麗に落とす事かできます。

				ヤスリは、金属性の幅３～４ｍｍ厚さ２～５ｍｍの物が使いやすい。入手出来ない時は、割箸に紙ヤスリを両面テープで張り付けて作って下さい。(紙ヤスリは#120と#240番)
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				　糟屋居合道同好会はやはり福岡の代表的剣豪の道場で、当初志免の体育館で修練していたが、前任の先生が引退され、その後飯田先生を筆頭に糟屋で同好会を結成した。現在、飯田先生、世利先生、で指導されておられます。

				　月曜日と水曜日は岩崎神社武道場で午前中、金曜日は夜７時から糟屋の甲仲原区公民館で稽古しています。

				　現在はメンバーは約８名、で初段から七段までで稽古に励んでおられます。

				　会員は随時募集しており、居合道初心者体験教室も受け入れ可能とのことです。

				　皆様、熟練の、強く優しいメンバーが揃ってますので是非体験に門を叩いてみられてはどうでしょうか。

				　また金曜日指導されている世利先生は過去に全国大会六段の部で優勝の経験がある猛者です。

			

		

		
			
				糟屋居合道同好会

				流派：夢想神伝流

				指導：世利慎吾先生

				場所：岩崎神社武道場・甲仲原区公民館

				稽古日：月・木（岩崎神社武道場）

					・金（甲仲原区公民館）

				時間：9:30～12:00（岩崎神社武道場）

				 17:00〜21:00（甲仲原区公民館）
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				道場訪問・糟屋居合道同好会
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				道場訪問- 糟屋居合道同好会
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				会員の声・居合道初心者体験教室より
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				会員の声・居合道初心者体験教室より
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				会員の声

				居合道初心者体験教室より

				　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　邦子さん

			

		

		
			
				　きっかけは「私も段が欲しい」という他愛もないことでした。我が家は皆、柔道や剣道の有段者。それぞれに頑張った結果を持っています。私はといえば、これまで特に何かに打ち込んだ経験もないのです。

				　子育ても仕事も落ちつき、漠然と、自分のためだけの時間が欲しい、何かしたいと思うようになりました。ちょうどその頃、親の介護、看取りと人生の終盤を見て、ますます自分の過ごす時間というものを考えるようになりました。そして、一人でも楽しめる事、心と身体をまっすぐに保てるものは何かと考えたときに、居合が浮かびました。

				　初めて初心者教室に行った時はすごくレベルが高くて場違いだったのではないかと不安になりましたが、懇切丁寧に教えていただき、ほめ上手な先生方のおかげで続ける気持ちになりました。

				　稽古中は日常の雑事を忘れる、私にとって貴重な時間です。心を落ち着け、ただひたすらに自分自身の動きを意識し、一つ一つの細かい先にも集中する、そしてすべての動きにはしっかりと意味があるのです。

				　最近ようやく木刀から模擬刀を使うようになり、ますます楽しくなりました。

				　三角先生はじめ素晴らしい先生方に恵まれ、先輩方も親切に声をかけ教えてくださいます。

				　今後の目標はもちろん「段」をとること。家族のみんなと同じく有段者になることです。どれだけかかるかわかりませんが、楽しみながら稽古を続けいつかかなえたいと思っています。　
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